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メキシコでの演劇・映画制作拠点の設立計画があり、ナチス・ドイツの脅威がフランスまで
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以上の四部を受けて、総括を行うのが終章「ピスカートアの仕事の演劇史的意義とその遺
産」である。ヴァイマル・ドイツ期のピスカートアは、制度としての演劇／劇場に対して問
題提起をし、演劇におけるモンタージュや演劇言語の多様化、集団制作といった特徴を持つ
演出によって同時代の劇作に影響を与え、さらに観客の受容の慣習を大きく変化させた。演
出の手法は亡命前後から変化していくが、社会的公正さを追求する基本的姿勢は変わらず、
劇場の外の現実との直接的な取り組みを継続させた。彼の仕事は一貫して、舞台上や劇場内
にとどまらず、同時代の世界そのものを演出しようとするものだったと言ってもいい。 
虚構の世界を扱うよりも現実の世界に直接働きかけようとするピスカートアの仕事はま
た、レーマンの『ポストドラマ演劇』やフィッシャー‐リヒテの『パフォーマンスの美学』
といった演劇・パフォーマンス論で扱われる多くの作り手たちの、21 世紀現在の演劇・パ
フォーマンスの実践と多くの接点を持つ。それらは、いわば作品の美学よりも作用の美学を
重視し、一部はしばしば、まさに「ドキュメンタリー演劇」の名で形容される。こんにち、
ピスカートアの演劇実践は再評価されてしかるべきものである。 
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